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■本教材の位置づけ
　本教材は，「情報Ⅰ」の指導に携わる高等学校情報科担当教員の指導力を高め，生徒の資質・能力の育成及び
ICT 機器の適切な利活用を推進することを目的として作成されたものである。都道府県等の研修において教員研
修用教材として活用するだけではなく，高等学校情報科担当教員が個人で活用することも想定している。
　第 1 章では「（1）情報社会の問題解決」，第 2 章では「（2）コミュニケーションと情報デザイン」，第 3 章では

「（3）コンピュータとプログラミング」，第 4 章では「（4）情報通信ネットワークとデータの活用」について，そ
れぞれまとめている。
　特に第 3 章および第 4 章については，多くの情報科担当教員がこれまで指導経験の少なかった分野（プログラ
ミング，データの扱い及びデータベース，情報セキュリティ，情報デザイン等）の指導方法が充実している内容
となっている。
　各章の冒頭には「本単元の学習内容」が記載されており，巻末には「全体を通じた学習活動の進め方」が記載
されている。そして，各単元に沿った学習活動が 5 ～ 7 個取り上げられており，各学習活動について「研修内容」

「学習活動と展開」が掲載されている 2 部構成となっている。
　「研修内容」については，情報科担当教員が研修において学ぶ内容が記載されており，指導力向上のための資料
となっており，「学習活動と展開」については，情報科担当教員が研修で学んだ内容を踏まえて実際に授業を行う
際，生徒に学習活動を行わせるための展開例および指導上の留意点について記載されている。研修を受講する際は，
情報Ⅰについて学ぶとともに，生徒に自身がどのような授業を展開するかについても考えながら受講いただきた
い。
　なお，各学習活動に関連した教材等（教師が提示したり生徒が学習活動時に活用したりすることが可能なサン
プルコード，サンプルデータ，ワークシート等）については，Web ページよりダウンロード可能となっている。
こちらについても，生徒に授業を展開する際に是非活用いただきたい。
　また，「（3）コンピュータとプログラミング」を取り扱う第 3 章のプログラミング言語については，本書におい
ては Python のコードを記載しているが，別のプログラミング言語として JavaScript，VBA，Swift，ドリトルのコー
ドが記載された PDF 版を用意しており，地域の実情等に対応できるものとなっている。こちらについても，Web
ページよりダウンロードして，適宜活用いただきたい。なお , 本教材の Python のコードについては，Python3 に
て動作確認を行っている。

図表 1　本教材で取り扱う内容

■「研修内容」について
　情報科担当教員が都道府県等の研修において活用し，指導力を向上することを目的としている。1 つの学習項
目あたり 2 時間程度の研修実施を目的とした分量が記載されている。
　冒頭には「研修の目的」として研修で身に付ける項目が記載されており，それに沿った研修内容となっている。
各項目にはチェックボックスがついており，研修が終わったら達成された目的の□に ✓ をつけることを想定して
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いる。また，複数の演習が用意されており，情報科担当教員自身が考えることを促す内容となっている。単なる
スキル向上や知識獲得にならないよう，研修を受ける目的を常に意識しながら，受講いただきたい。

■「学習活動と展開」について
　情報科担当教員が実際に授業を行う際に，参考資料として活用することを想定しており，研修にて身に付けた
内容を，学習活動として授業にて展開した際の具体例が記載されている。2 コマ（50 分× 2）の授業実施を目安
とした分量が記載されている。なお各展開の学習活動の分数については記載していない。これは教員によって展
開の仕方や重点の置き方が異なることを考慮したものである。
　各展開には，生徒の興味・関心を引き出すために情報科担当教員から投げかける「問い」や指導上の留意点に
ついて具体的に記述している。本資料を参考にすることで，主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，生徒が
主体的に試行錯誤し，協働的に問題解決に取り組めるような授業展開を考えていただきたい。

■「研修内容」のページ構成

●研修の目的
研修で身に付ける項目を示す。研修が終わったら

達成された目的の□に ✓ をつける。

●図　表
研修で学習する内容について，イラスト・表

・グラフ・プログラム等で示す。

●本　文
研修で学習する内容について，文章で示す。 ●演　習

研修で学習する内容に関連した演習を示す。

✓
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■「学習活動と展開」のページ構成

　本教材を執筆するにあたり，高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）※ 1，高等学校学習指導要領（平成 30
年告示）解説 情報編※ 2，教科書等を参考としている。（教科書については，高等学校用教科書目録※ 3 に記載
のもの。）
　その他，各学習活動の研修内容を執筆するにあたり，参考とした書籍・Web サイトについては，各研修内容の
最後の＜参考文献・参考サイト＞に明記している。なお Web サイトについては，作成当時に掲載されているもの
を参照している。

※ 1 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/11/1384661_6_1_2.pdf

※ 2 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/28/1407073_11_1_1.pdf

※ 3 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/mokuroku.htm

●学習活動の目的
学習活動を通じて生徒に

身に付けさせたい項目を示す。

●問　い
学習活動を促すため

生徒に投げかける問いを示す。

●展　開
学習活動を進めていくための展開を

段階的に示す。

●指導上の留意点
各展開について指導する際の

留意点について示す。


